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研究成果の概要（和文）：非接触型近距離無線通信において，無線通信だけではなく，チップ内省電力化や無線電力供
給機構を機器や素子に搭載する要求が高まっている。この観点から電荷の流れを伴わないスピンによる情報伝達やエネ
ルギー輸送機構について基礎研究を行った。本研究では，磁気モーメントが固体中の結晶と直接結合していることに着
目して，電流による磁化制御に関する物理的知見と格子振動を伴う表面弾性波(SAW)波動工学技術を組み合わせて，ス
ピン波励起やスピン波伝搬等の磁化ダイナミクスについて研究を行った。SAW励起・高周波電流／磁場および温度励起
によるスピンダイナミクスの検出と解析を行い，理論モデルで定性的に説明できることを示した。

研究成果の概要（英文）：The integration system which assembles the wireless communication system, 
power-saving technology, and wireless power transmission system is required for contactless near field 
communication devices. From this point of view, we investigated the information and power transmission 
technology through spin wave transmission without charge current. We focused on that the magnetic moments 
tightly coupled with their lattice within a crystal. We studied the magnetization dynamics by combining 
the spintronic approach which controlled the magnetization through the strong shape anisotropy with 
technology associated with surface acoustic wave excitation and transmission accompanied by lattice 
oscillation. We qualitatively understood the magnetization dynamics induced by the current, magnetic 
fields, and temperature rising due to the Joule heating excited by SAW and current by comparison of the 
theoretical approach, simulation, and experimental results within the microscale artificial magnets.

研究分野： 磁気物理

キーワード： スピンダイナミクス　表面弾性波　ナノ磁性体
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

RFID や Bluetooth など非接触型近距離

無線通信において，無線通信だけでは

なく，チップ内省電力化や無線電力供

給 機 構 を 機 器 に 搭 載 す る 要 求 が 高 ま

っている。この観点から電力損失のな

い 手 段 と し て 電 荷 の 流 れ を 伴 わ な い

ス ピ ン に よ る 情 報 伝 達 が 提 案 さ れ て

いるが，電気信号／スピン波信号の変

換効率が小さいこと，スピン波の伝播

距離が短いなど，実用化が困難である。

そこで，新しい磁区構造制御やスピン

波 励 起 モ ー ド の 基 本 原 理 の 理 解 を 深

め，それらを応用展開することで新し

い 素 子 の 研 究 開 発 に 発 展 さ せ る こ と

が求められていた。  

 

２．研究の目的 

本研究では，スピン波の起源となる磁

気 モ ー メ ン ト が 固 体 中 の 結 晶 と 直 接

結合していることに着目して，申請者

らが “世界に先駆けて実証した電流に

よる磁化制御に関する物理的知見 ”と

“表面弾性 (SAW)波動工学技術 ”を基礎

として，スピン波の変調を行うと同時

に，SAW によるスピン波増幅を実現し，

ス ピ ン 波 に よ る 情 報 伝 達 機 構 と 超 低

損 失 な 無 線 電 力 輸 送 機 構 の 基 礎 学 理

の究明を目的として研究を行った。ま

た，SAW 励起だけではなく，微小磁性

体 を 基 板 に 配 置 し た と き の 熱 揺 ら ぎ

と ス ピ ン 揺 ら ぎ の 関 係 な ど に も 言 及

し，スピン波励起そのものの素励起過

程の基本機構の解明も行う。  

 

３．研究の方法 

シリコン基板，MgO 基板と表面弾性波を励起

する圧電体基板等，複数の基板を用いて，半

導体微細加工技術で微小磁性体を基板に配置

する。その微小磁性体の応答特性を電気的あ

るいは光学的な手法を用いて測定することで，

物理現象を解明し，基本原理を理解する方針

で研究を行った。ここで，シリコン基板や

MgO 基板を用いるのは，圧電体基板上のサン

プルの差異を明らかにするためである。 

電気的測定では，磁気抵抗効果を用いた磁気応

答特性ならびに高周波印加による居磁性共鳴ある

いはスピン波を励起した場合の磁気応答特性を測

定する。光学測定では，マイクロカーによる磁化

ヒステリシス測定および SPring-8 を用いた X

線磁気円 2 色性光電子顕微鏡(XMCD-PEEM)

による時間分解直接観察手法を用いる。 

 

４．研究成果 

UV リソグラフィー法とスパッタ法を用いて，

圧電体基板 LiNbO3 にアルミニウムで櫛歯電

極を作製した。その後，電子線リソグラフィ

ーとリフトオフ法を用いて，強磁性体を圧電

体基板に実装して，試料構造を創製した。初

めに，圧電体基板に作製した櫛歯電極によっ

て，SAW を励起できるか，そして励起した

SAW の特性がどのようなものかを評価した。

表面弾性波の特性測定には，ネットワークア

ナライザーを用いた S パラメーター測定を行

った。図 1 に測定結果を示す。図 1 に示され

た SAW 伝搬特性は，電極幅と電極間距離をそ

れぞれ 10 m と 10 m とした櫛歯電極構造を

対向させた表面弾性波フィルタ構造の特性で

ある。基本モードであるレイリ―波について

は，ほぼ設計通りの特性を得ることができた。 

次に，半導体微細加工技術を用いて，微小

磁性体を SAW 励起可能な基板に配置した。

SAW 励起を行いながら，磁気抵抗と強磁性共

鳴スペクトルの測定を行った。しかし，想定

したような結果が得られなかった。さらに，

SPring-8XMCD-PEEM を用いて，SAW 励起に

よる磁性体の磁気応答特性を実時間で観察す

る実験を行った。しかし，基板の絶縁性が高

いため，チャージアップによる試料破壊や観

察条件の悪化があり，思うように結果を得ら

れなかった。チャージアップの問題を解決す

ると，想定していなかった現象が観察され，

この問題を解決するために時間を取られるこ

とになった。これらの諸問題については，最

近になって解決の糸口が見えたので，近いう

ちに解析結果をまとめて発表する予定である。 

図 1 (a)S11 (b)S12 (c)S21 (d)S22 の測定結果． 



さて，SAW 励起時の磁気抵抗効果や強磁性

共鳴スペクトルに注目すると，温度上昇によ

る磁化揺らぎの寄与があることが予期された。

そこで，本研究ではまず，温度と電流による

磁化の揺らぎが微小磁性体の磁気応答特性に

どのように反映されるのかを明らかにするこ

とにした。 

微小磁性体をコプレーナー伝送線路に配置

して，図 2 に示す座標系を適用する。本研究

では，ブリッジ回路を用いたブロードバンド

整流スペクトル測定との直流電流励起による

磁化揺らぎを直接スペクトルアナライザーで

検出する方法の 2 通りを行った。 

まず，ブロードバンド測定結果を図 3 に示

す。直流電流の重畳を行うことで，高周波側

の励起モードの増大が見られた。この高次モ

ードは，以下の式で記述できるスピン波モー

ドである。 

ここで，𝜔H = 𝛾𝐻, 𝜔M = 4𝜋𝑀Sであり，𝜆𝑛は

線方向に励起される固有モード係数である。n

は整数で与えられるスピン波のモードである。

直流電流によって顕著になった共鳴モードは

第 1 励起モードであることが分かった。 

次に直流電流によって高次のスピン波モー

ドが顕著に出現する物理機構を究明するため

に，マイクロ波整流スペクトルの直流電流依

存性を測定した。このとき，外部磁場は 100 G

と固定し，第一励起モードによるスペクトル

の直流電流依存性と共鳴半値幅の直流電流依

存性を図 4 に示す。図 4(a)から明らかなよう

に，直流電流によって，スピン波励起が増大

されていることが分かる。そのスペクトル半

値幅の直流電流依存性を図 4(b)に示す。図 4(b)

図 2 (a)測定系の座標系の定義．m は Ni81Fe19内

の単位磁化ベクトル．(b)試料構造の概念図．G

と Sは電極であり、それぞれ G:Ground, S:Signal

に対応する． 

 

図 3 (a)ブリッジ回路を用いて測定を行ったマイ

クロ波整流効果スペクトル．直流電流をマイク

ロ波に重畳して入力した際の応答特性．(b)共鳴

周波数の外部磁場依存性．直流で電流と+10mA

を印加すると高周波側の励起モードが増大して

いる様子がよくわかる． 

図 4 (a)マイクロ波整流効果スペクトルの直流電

流依存性．(b)スペクトル半値幅の直流電流依存

性． 

(a) (b) 

図 5 同一サンプルで測定を行ったマイクロ波

整流効果スペクトル(右軸：dc voltage)と直流電

流励起ノイズスペクトル(左軸：Lockin signal)．

外部磁場は，細線長軸方向から 45°の方向に面

内で印加した。測定は室温大気中でおこなった． 

(1) 



の結果から，半値幅は直流電流に対して放物

線形状の依存性を示している。この結果は，

直流電流によって発生するジュール熱に起因

すると考えられる。また，スピン波励起強度

は直流電流に比例して大きくなることが分か

った。 

次に，直流電流による効果のみを調べる評

価を行った。測定系は，基本的には図 2 と同

じであるが，測定にスペクトルアナライザー

を用いる。微小信号を検出するため，ロック

インアンプとの組み合わせで，特定の応答の

みを標的にして検出することで有効検出感度

と信号ノイズ比を向上させた。図 5 に測定し

た結果を示す。図 5 では，比較のため，同一

サンプルのマイクロ波整流効果スペクトルも

並べて表示しており，共鳴がほぼ一致してい

ることが分かる。すなわち，この両者の測定

手法で励起して検出しているものが同じ現象

に由来するものと分かる。 

熱による磁化揺らぎを考慮した理論モデル

から見積もられるノイズ信号δ𝑉signalは， 

 

と表記される。ここで，ϵIdc, Imod, kB, T, η, MS, 

v0, 𝐻𝐾eff
∥ は，それぞれ，回路係数，印加直流電

流，変調電流，ボルツマン定数，試料温度，ダ

ンピングに関連する定数，飽和磁化，試料体

積，試料に印加されている有効磁場の細線方

向に平行な成分である。この理論モデルとの

比較を行うために，外部磁場依存性を測定し，

ノイズ信号と𝐻𝐾eff
∥ の関係をプロットしたのが，

図 6 である。測定結果を式(2)でほぼ再現でき

ていることが分かった。 

 以上の結果から，微小磁性体の磁化揺らぎ

によるノイズは室温で励起されており，熱雑

音によって最も励起されやすいモード：キッ

テルモードが励起されていることが分かった。

SAW の入力時にも，格子振動に伴う熱雑音の

寄与があり，この実験結果から熱雑音の寄与

の評価を行うことができた。 

 磁気ダイナミクスについて，圧電体上に形

成した微小磁性体の観察実験は道半ばである

が，将来的な実験的研究を行う上でもっとも

制御性のよい理想的な系として，磁気渦中心

の動的挙動観察を行った。測定は，SPring-

8BL25SU に設置してある XMCD-PEEM 装置

にて行った。本実験では，磁気円盤に形成さ

れる磁気渦挙動等の直接観察に成功した。理

論モデルとシミュレーションとの比較検討を

行い，現象の物理機構を解明した。図 7 に実

験の概略図と結果の一部を示す。高周波磁場

励起の場合[図 7(b)]とスピン偏極電流による

スピントルクによる磁気渦旋回挙動[図 7(c)]

(2) 

図 6 ノイズ信号の有効磁場𝐻𝐾eff
∥ 依存性．横軸

は，1/𝐻𝐾eff
∥ である．挿入図は，横軸が𝐻𝐾eff

∥ とな

っている．それぞれフィッティング線を記載し

ている． 

(b) (c) 

図 7 (a) XMCD-PEEM 実験の概略図．(b)電流直

接励起による磁気渦旋回運動の観察結果と軌

道．(c)高周波磁場励起による磁気渦旋回挙動の

観察結果と軌道．放射光の信号と試料への入力

を同期させることによって測定を実施． 



の観察に成功した。磁気渦中心の旋回挙動は，

渦中心の極性(polarity)と巻き方(chirality)に依

存し，高周波磁場による旋回挙動とスピント

ルクによる旋回挙動に差異が生じる。この両

者の初期位相や旋回挙動を比較することによ

って，非断熱スピントルク項の大きさの評価

を行うことが可能となる。この実験では，直

接両者の旋回軌道を比較することが出来き，

定量的な物理量の評価につながることが期待

できる。 

以上の結果を基に，引き続き，格子振動に

よるスピン波励起や動的磁化過程の研究を行

っている。 
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